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　豊かな水資源により、製糸業、電子産業が発展し、ま
ちの基礎がつくられました。市街地には今も網の目のよ
うに水路が走り、昭和中期までは、家の中に水を引き入
れ、生活用水として活用していました。
　野川は現在でも消流雪のための水路として活用されて
います。長井市の上水道は豊富な朝日山系の地下水を原
水としています。口当たりがよく、大変おいしい水とし
て評判でその川原では、毎年山形の秋の風物詩・芋煮会
が開かれ、大勢の仲間や家族連れの市民で賑わいます。

今年度の表紙のテーマ

「フラワー長井線と四季」

★長井商工会議所ホームページをご覧ください。

地域経済の牽引役、会員事業所の成長・発展のお手伝い
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総会員数：888事業所/平成28年9月21日現在

議員・部会役員改選始まる

長井の地元購買率は堅調
～山形県買物動向調査リポート～
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第
375
回
常
議
員
会
が
８
月
24
日
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
行
わ
れ
、
長
井
商
工
会
議
所
の
３
号
議
員
に
つ
い
て
先
の
10
事
業
所
を
選
任
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
。
ま
た
、
同
席
で
２
号
議
員
の
部
会
割
当
数
並
び
に
選
任
期
間
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
各
部
会
（
工
業
、

商
業
、
建
設
、
金
融
・
保
険
、
生
活
衛
生
・
観
光
、
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
）
で
臨
時
総
会
が
行
わ
れ
、
２
号
議
員
（
部
会
選
任
）
が
選
出

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
併
せ
て
各
部
会
の
新
役
員
体
制（
第
16
期
）が
決
ま
っ
た
。（
３
号
議
員
２
号
議
員
部
会
三
役
の
順
で
掲
載
・
敬
称
略
） 

大
泉
建
設 

株
式
会
社

協
同
薬
品
工
業 

株
式
会
社

株
式
会
社 

喜
助

テ
ク
ノ
モ
リ
オ
カ 

株
式
会
社

那
須
建
設 

株
式
会
社

株
式
会
社 

ベ
ル
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
ウ

株
式
会
社 

マ
ツ
キ

株
式
会
社 

山
形
銀
行 

長
井
支
店

山
形
精
密
鋳
造 

株
式
会
社

山
形
中
央
信
用
組
合

■
3
号
議
員
（
五
十
音
順
）

●
工
業
部
会

　

朝
日
金
属
工
業 
株
式
会
社

　

光
洋
精
機 

株
式
会
社

　

サ
ン
リ
ッ
ト
工
業 
株
式
会
社

　

株
式
会
社 

四
釜
製
作
所

　

株
式
会
社 

丸
八
鉄
工
所

●
商
業
部
会

　

後
藤
屋
肉
店

　

有
限
会
社 

髙
橋
鯉
屋

　

有
限
会
社 

タ
ナ
カ

　
合
資
会
社 

三
浦
屋
書
店

　

株
式
会
社 

山
菊 

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
山
形
長
井
店

　

株
式
会
社 

吉
田
カ
メ
ラ
長
井
鶴
岡
店

●
建
設
部
会

　

飯
鉢
工
業 

株
式
会
社

　

葉
山
建
設 

株
式
会
社

　

株
式
会
社 

髙
橋
設
備

　

ユ
ー
ケ
ン
工
業 

株
式
会
社

　

株
式
会
社 

ノ
リ
ケ
ン

●
金
融
・
保
険
部
会

　

株
式
会
社 

き
ら
や
か
銀
行 

長
井
支
店

●
生
活
衛
生
・
観
光
部
会

　

有
限
会
社 

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー

　

株
式
会
社 

白
鷹
タ
ク
シ
ー

　

株
式
会
社 

中
央
会
館

●
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

　

沼
澤
産
業 

有
限
会
社

　

株
式
会
社 
北
原
産
業

　
日
本
・ア
ル
カ
デ
ィ
ア・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

株
式
会
社

■
2
号
議
員

NEWS

●生活衛生・観光部会（居酒屋龍泉） ●建設部会（タス） ●商業部会（タス） ●工業部会（タス）

臨時総会議場（会場）
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□生活衛生・観光
部会長	 ㈲プライオリティー
  青木　芳夫 （左下）

副部会長	 頓珍館 齋藤　一則 （右下）

 ヘア＆リラクゼーション KOMATSU
  小松　直行 （右上）

 Bistro & cafe ＤＯＲＥＭＩ
  村井　春美 （左上）

□金融・保険
部会長
　山形中央信用組合
 渋谷　道治（右下）

副部会長
　㈱山形銀行長井支店
 斎藤　幸男（左上）

　アクサ生命保険㈱
　　　　　　長井営業所 
 丹野　　剛（右上）

　㈱きらやか銀行長井支店
 三浦　　仁（左下）

□情報・サービス
部会長	 沼澤産業㈲
  沼澤　岩夫 （左から３番目）

副部会長	 ㈱北原産業
  北原　　正 （左から４番目）

 日本・アルカディア・ネットワーク㈱
  黒澤　　栄 （左）

 ㈲ミヤカワ企画
  荒川シゲヨ （左から２番目）

□建設
部会長	 那須建設㈱
  那須　　正 （左）

副部会長	 葉山建設㈱
  安部　義裕 （左から２番目）

 加藤建築設計事務所
  加藤　俊昭 （左から４番目）

 ユーケン工業㈱
  増田　源幸 （左から３番目）

□商業
部会長	 ㈱さいとう 齋藤　裕之 （左）

副部会長	 ㈱喜助 尾形美紀子 （左から２番目）

 ㈱吉田カメラ長井鶴岡店
  佐藤　一成 （左から３番目）

□工業
部会長	 サンリット工業㈱ 齋藤　道郎 （写真左）

副部会長	 ㈱吉田製作所 吉田　　功 （左から３番目）

 ㈱カワイ化工 新野　博明 （左から２番目）

 ㈱昌和製作所 小関　　博 （左から４番目）

■
部
会
新
三
役

（
敬
称
略
／
写
真
位
置
）

❖
吉
村
知
事
ら
に
要
望

　

当
所
加
藤
会
頭
代
行
を
は
じ
め
と
す
る
県

内
7
商
工
会
議
所
会
頭
は
8
月
29
日
、県
庁
に

吉
村
美
栄
子
知
事
を
訪
れ
、本
年
6
月
に
山
形

県
商
工
会
議
所
連
合
会
通
常
総
会
で
決
議
し

た
重
要
11
項
目
か
ら
な
る
要
望
書
を
手
渡
し

し
た
。県
内
の
会
頭
は
中
小
企
業
へ
の
支
援
強

化
や
道
路
及
び
鉄
道
な
ど
社
会
資
本
整
備
、そ

し
て
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
へ
の
産
業
振

興
へ
の
活
用
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
以
下
の
要

望
を
行
っ
た
。特
に
加
藤
会
頭
代
行
は
山
形
鉄

道
株
式
会
社
の
経
営
改
善
に
係
る
支
援
お
よ

び
財
政
支
援
の
拡
充
、フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
沿
線

地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
及
び
新
経
営
改
善

計
画
の
実
施
に
向
け
た

支
援
、地
方
鉄
道
関
係
の

補
助
制
度
に
お
け
る
必

要
額
確
保
の
た
め
の
国

土
交
通
省
へ
の
働
き
か

け
支
援
な
ど
を
発
言
し

た
。引
き
続
き
山
形
県
議

会
議
長
へ
も
要
望
書
を

提
出
し
た
。

　

一
方
、置
賜
地
区
商
工
団
体
協
議
会
の
総
会

（
６
月
）
で
決
議
し
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
も

8
月
29
日
、置
賜
総
合
支
庁
に
て
各
団
体
の
会

長
や
会
頭
な
ど
が
出
席
し
、中
小
企
業
へ
の
支

援
強
化
・
地
域
振
興
と
産
業
振
興
・
道
路
整
備

等
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

●会議所の代表が吉村知事に要望書提出

●代表で吉野会頭（米沢・写真右）が
　武田総合支庁長に要望書を手渡す

●発言する加藤会頭代行

●情報・サービス部会（タス）●金融・保険部会（タス）
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地
元
買
物
依
存
率
堅
調
な
長
井
市
、

県
全
体
69
％
が
ネ
ッ
ト
で
買
い
物

  

買
物
動
向
調
査
リ
ポ
ー
ト

　
「
山
形
県
買
物
動
向
調
査
」
は
、
県
内
の
消
費
者
の
買
物
動
向
の
状
況
を
調
査
し
、
地
域
商
業
や
中
心
市
街
地
活
性
化
の
参

考
と
す
る
た
め
、
県
内
の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
が
そ
れ
ぞ
れ
サ
ン
プ
ル
抽
出
し
、
山
形
県
が
３
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
結
果
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

調
査
結
果
で
特
徴
的
な
も
の
は
、
県
民
の
７
割
弱
の
世
帯
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
買
物
を
し
て
い
る
こ
と
。
前
回

（
12
年
度
）
調
査
か
ら
4.6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
ま
た
商
店
街
に
必
要
な
要
素
と
し
て
５
割
強
が
「
街
歩
き
が
楽
し
め
る
」
を
挙
げ

た
。
買
物
客
離
れ
が
進
む
中
心
商
店
街
に
と
っ
て
は
ネ
ッ
ト
利
用
者
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
街
歩
き
の
し
や
す
い
仕
掛
け
づ
く

り
が
、
人
が
集
ま
り
買
物
客
増
の
要
素
と
な
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
買
物
す
る
割
合
は
69.4
％
。
前
回
か
ら
4.6
ポ
イ
ン
ト
、
前
々
回
（
09
年
度
）

か
ら
は
16.8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
年
代
別

で
は
30
代
が
81.1
％
と
最
も
高
く
、
20
代
以

下
が
80.3
％
。
最
も
低
か
っ
た
の
は
70
代
以

上
の
47.0
％
で
、
30
代
以
上
は
年
代
が
高
く

な
る
ほ
ど
利
用
す
る
割
合
が
低
く
な
る
傾

向
が
見
ら
れ
た
。

　

地
元
に
あ
る
中
心
商
店
街
の
利
用
頻
度

は
「
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
」
が
31.8
％
で

前
回
か
ら
2.7
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
。「
週
１
～

２
回
」
が
19.4
％
、「
週
３
回
以
上
」
が
18.9
％

で
続
い
た
。
郊
外
店
や
、
通
行
量
の
多
い

道
路
沿
い
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
店
を
利
用
す

る
割
合
は
56.6
％
に
上
り
、
商
店
街
の
34.0
％

を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

今
回
は
「
商
店
街
に
必
要
な
こ
と
」
を

新
た
に
調
査
。「
何
で
も
そ
ろ
う
買
物
の
場
」

が
58.1
％
と
最
も
割
合
が
高
く
、「
街
歩
き
が

楽
し
め
る
」
が
52.1
％
、「
高
齢
者
が
利
用
し

や
す
い
」
が
24.0
％
と
な
っ
た
。

　

本
誌
面
で
主
な
調
査
結
果
に
つ
い
て

（
長
井
市
に
関
す
る
報
告
に
絞
っ
て
）
リ

ポ
ー
ト
す
る
。

◎調査　昨年8 ～ 10月、県内1万世帯を対象に行い、9398世帯から回答。有効回答率は94.0％。
◎調査方法
　　県内 10,000 程度の世帯を目標標本数として設定し、調査票によるアンケート　
形式で実施。（調査世帯の抽出、調査票の配布・回収は、各商工会議所・商工会に委託）
◎主な調査事項

（１）商圏の動向
　　居住市町村又は居住地以外の市町村のどこで主に買物をしているか。

（２）買物をする店舗について
　　一般小売店、総合スーパー、大型量販店等どのような形態の店で買物しているか。

（３）買物の際の重視する点
　　買物に行く場所や店を決める際に何を重視しているか。

（４）中心部の商店街での買物状況
　　中心部の商店街の利用状況。商店街を利用する理由※。商店街に必要なこと※。

（５）県外での買物状況
　　買物目的で県外に出かけるか。

（６）通信販売での買物状況
 　　インターネットの利用の有無。インターネットでの買物の有無。
　※ は今回追加した新たな調査項目。
　「最寄品」― 食料品、日用雑貨等日常的に頻繁に購入し、選択のための時間や労力
　　　　　　　をあまりかけずに購入する商品
　「買回品」― 紳士服・婦人服、家具、家電、スポーツ・レジャー用品等の、いくつもの
　　　　　　　店舗を回るなどして選択的に購入する商品
　「商品総合」― 全商品項目の合計（最寄品＋買回品）
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中心部の商店街での買物状況（県全体）
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長
井
市
の
商
圏
と

  

吸
引
・
流
出
傾
向

　

自
市
町
村
で
の
購
買
依
存
率

は
、
商
品
総
合
で 

73.0
％
、
最
寄

り
品
は
82.0
％
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
置
賜
地
域
で
は
３
番

目
に
高
い
。
商
圏
と
他
市
町
か

ら
の
吸
引
率
に
つ
い
て
（
商
品

総
合
）、
飯
豊
町
、
白
鷹
町
、
小

国
町
、
川
西
町
の
順
で
多
く
、

流
出
率
に
つ
い
て
（
商
品
総

合
）、
山
形
市
、
米
沢
市
、
南
陽

市
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
流
出

品
目
に
つ
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ジ
ャ
ー
用
品
」、「
ア
ク
セ
サ

リ
ー
」、「
靴
・
バ
ッ
グ
」
と
な
っ

て
い
る
。

表２－３　自市町村購買依存率（H21、H24、H27の比較）

単位（％）

平成27年 平成24年 平成21年 平成27年 平成24年 平成21年

94.5 95.3 96.2 97.6 98.2 98.6 

88.2 91.4 92.6 90.8 94.0 94.5 

54.9 41.5 39.7 65.6 52.7 49.6 

81.9 68.3 74.1 86.3 77.6 83.6 

57.7 53.6 51.7 69.4 67.6 63.2 

26.7 24.4 25.2 33.1 32.7 34.0 

73.2 72.5 73.8 83.3 84.7 84.2 

56.0 57.8 59.0 67.7 72.1 74.2 

17.8 16.3 13.6 22.4 23.6 17.5 

30.0 34.5 33.3 36.7 45.1 45.0 

13.0 12.4 13.7 16.4 16.7 17.2 

44.5 42.0 44.6 55.0 51.9 56.9 

73.6 76.8 73.2 77.8 81.2 77.7 

71.6 72.8 70.6 85.2 87.9 84.8 

13.9 17.2 13.2 17.3 21.6 16.4 

94.5 95.3 96.1 97.4 98.2 98.4 

83.9 86.7 86.4 90.8 93.4 93.4 

12.8 9.9 13.4 17.3 13.2 17.7 

52.4 43.1 41.5 65.1 60.4 56.2 

18.4 13.4 16.7 23.1 18.2 22.3 

51.5 41.0 33.8 64.0 56.9 46.7 

6.4 15.7 12.8 8.9 20.9 17.7 

14.4 25.8 7.9 17.2 32.9 9.1 

12.9 5.8 9.1 15.9 8.2 12.9 

86.1 87.2 88.6 92.4 93.5 95.2 

87.4 89.6 91.4 91.7 94.3 95.3 

74.0 76.5 76.0 83.4 86.8 86.6 

25.7 23.3 21.4 31.8 30.3 26.4 

41.6 30.3 53.5 53.3 41.1 67.8 

73.0 75.5 75.1 82.0 86.4 85.6 

31.1 38.5 46.3 36.7 48.7 57.8 

49.1 46.3 52.4 58.9 58.2 65.9 

14.7 12.5 17.8 19.0 16.9 24.6 

86.9 88.4 89.8 92.8 94.7 95.6 

84.7 84.6 85.7 91.4 92.0 92.4 

57.5 60.7 59.1 60.1 60.3 59.9 

57.9 53.2 54.7 68.0 64.0 68.2 

82.9 82.1 83.2 88.1 87.9 88.2 

55.3 51.8 47.9 66.5 65.5 62.2 

94.8 95.6 96.4 98.2 98.9 99.0 

県 計

地域 市町村
商品総合計 最寄品計

村 山 地 域 計

村

山

地

域

山 形 市

上 山 市

天 童 市

山 辺 町

中 山 町

寒 河 江 市

河 北 町

西 川 町

朝 日 町

大 江 町

村 山 市

東 根 市

尾 花 沢 市

大 石 田 町

最

上

地

域

新 庄 市

金 山 町

最 上 町

舟 形 町

真 室 川 町

大 蔵 村

鮭 川 村

戸 沢 村

最 上 地 域 計

置

賜

地

域

米 沢 市

南 陽 市

高 畠 町

川 西 町

長 井 市

小 国 町

白 鷹 町

飯 豊 町

置 賜 地 域 計

庄

内

地

域

鶴 岡 市

三 川 町

庄 内 町

酒 田 市

遊 佐 町

庄 内 地 域 計
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単位（％）

平成27年 平成24年 平成21年

87.7 89.6 91.9 

82.7 86.4 89.1 

31.9 21.0 21.9 

71.7 50.0 56.2 

31.6 26.0 29.4 

13.6 8.6 9.6 

51.4 48.8 55.3 

30.6 30.6 31.3 

7.8 3.5 6.4 

14.2 13.6 12.3 

5.5 4.8 7.3 

21.2 22.0 21.8 

64.4 68.3 65.1 

41.6 43.9 45.0 

6.5 8.4 7.6 

88.1 89.9 92.0 

68.8 73.6 73.7 

3.1 3.3 5.7 

25.4 9.8 14.3 

8.0 3.8 6.5 

18.9 10.7 9.0 

1.0 5.8 3.9 

5.6 8.0 5.6 

6.3 1.1 2.1 

71.7 74.8 76.6 

78.1 80.5 84.3 

53.7 57.1 57.0 

12.5 10.1 12.3 

15.4 9.9 26.8 

52.8 54.4 56.3 

17.1 16.1 24.1 

27.6 23.8 27.5 

4.5 3.8 5.5 

73.9 76.2 79.4 

69.7 70.4 73.6 

51.5 61.5 57.8 

35.2 31.4 29.5 

71.0 71.0 74.0 

30.2 25.8 21.3 

87.0 89.4 91.6 

県 計

地域 市町村
買回品計

村 山 地 域 計

村

山

地

域

山 形 市

上 山 市

天 童 市

山 辺 町

中 山 町

寒 河 江 市

河 北 町

西 川 町

朝 日 町

大 江 町

村 山 市

東 根 市

尾 花 沢 市

大 石 田 町

最

上

地

域

新 庄 市

金 山 町

最 上 町

舟 形 町

真 室 川 町

大 蔵 村

鮭 川 村

戸 沢 村

最 上 地 域 計

置

賜

地

域

米 沢 市

南 陽 市

高 畠 町

川 西 町

長 井 市

小 国 町

白 鷹 町

飯 豊 町

置 賜 地 域 計

庄

内

地

域

鶴 岡 市

三 川 町

庄 内 町

酒 田 市

遊 佐 町

庄 内 地 域 計
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自市町村購買依存率（H27.H24.H21の比較）

表２－４３　他市町村への買物等流出率（置賜地域）

単位（％）

商品総合 買回品 第１位 第２位 第３位 第１位 第２位 第３位

通 信 販 売 山 形 市 仙 台 市 靴 ・ バ ッ グ 婦 人 ・ 子 供 服 ア ク セ サ リ ー
87.4 78.1

4.1 3.1 1.2 38.4 35.9 34.5

山 形 市 米 沢 市 通 信 販 売 ア ク セ サ リ ー 紳 士 服
74.0 53.7

9.7 8.1 3.1 83.3 72.0 69.9

米 沢 市 南 陽 市 山 形 市 紳 士 服 婦 人 ・ 子 供 服

33.8 29.0 4.0 99.5 99.3 98.9

米 沢 市 南 陽 市 長 井 市 家 具 ・ 寝 具 類 ア ク セ サ リ ー

29.2 13.4 8.1 99.7 99.5 99.2

山 形 市 米 沢 市 南 陽 市 ア ク セ サ リ ー 靴 ・ バ ッ グ
73.0 52.8

8.7 5.1 4.8 84.5 74.6 74.2

新 潟 県 長 井 市 米 沢 市 家 具 ・ 寝 具 類 紳 士 服 靴 ・ バ ッ グ
31.1 17.1

26.2 14.7 11.8 96.9 96.8 94.4

長 井 市 山 形 市 通 信 販 売 家 具 ・ 寝 具 類 靴 ・ バ ッ グ
49.1 27.6

27.9 18.3 1.7 94.1 92.7 92.4

長 井 市 米 沢 市 そ の 他 紳 士 服 書 籍 ・ 文 具 靴 ・ バ ッ グ
婦 人 ・ 子 供 服
家 具 ・ 寝 具 類

57.1 9.0 5.9 100.0 99.4 99.3

ス ポ ー ツ ・
レ ジ ャ ー 用 品

ス ポ ー ツ ・
レ ジ ャ ー 用 品

自市町村での
購買行動割合

商品総合流出先市町村・流出率 流出率の高い商品・流出率

ス ポ ー ツ ・
レ ジ ャ ー 用 品

ス ポ ー ツ ・
レ ジ ャ ー 用 品

ス ポ ー ツ ・
レ ジ ャ ー 用 品

米 沢 市

南 陽 市

高 畠 町

川 西 町

長 井 市

小 国 町

白 鷹 町

飯 豊 町

25.7 12.5

41.6 15.4

14.7 4.5

106
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,
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, 0.2%

,
79.1%

,
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, 3.3%

,
69.4%

 

 

 　※　無回答が含まれるため、合計が 100％にならない。
　回答者全体では、インターネットで「買物する」の割合は 69.4％
となっている。調査年で比較すると、「買物する」の割合は年々増
加していることが分かる。 

◇　インターネットでの買物の有無（県全体）

商品総合計 最寄品計 買回品計
Ｈ27 Ｈ24 Ｈ21 Ｈ27 Ｈ24 Ｈ21 Ｈ27 Ｈ24 Ｈ21

27 2124
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おめでとう
ございます

県
産
業
賞
に
平
忠
一
氏

　

長
井
商
工
会
議
所 

常
議

員
で
株
式
会
社
平
野
屋 

代

表
取
締
役
会
長
の 

平 

忠

一（
74 

歳
）氏
に
山
形
県
産

業
賞
が
贈
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

山
形
県
産
業
賞
は
、県
内
で
産
業
や
科
学
技

術
の
発
展
に
貢
献
し
、顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た

個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
贈
呈
式
は

11
月
３
日
、山
形
市
の
文
翔
館
で
行
わ
れ
る
。

【
同
氏
の
主
な
功
績
】 

昭
和
60
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
長
井
商
工
会
議
所
常
議
員
と
し

て
長
井
商
工
会
議
所
の
運
営
及
び
地
域
経
済

の
発
展
に
尽
力
。ま
た
、同
会
議
所
会
頭
の
諮

問
機
関
に
数
多
く
所
属
し
組
織
の
基
盤
強
化

に
寄
与
。
加
え
て
、同
会
議
所
と
連
携
し
、地

場
特
産
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
を
行
う
長
井

地
場
食
品
推
進
協
議
会（
現 

長
井
地
場
食
品

協
同
組
合
）の
設
立
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

理
事
長
と
し
て
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路

拡
大
等
に
努
め
た
ほ
か
、山
形
県
こ
ん
に
ゃ
く

協
同
組
合
理
事
長
や
山
形
県
食
品
衛
生
協
会

副
会
長
を
務
め
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

おめでとう
ございます

協
業
組
合
長
井
西
置
賜
車
検
セ
ン
タ
ー

長
井
上
下
水
道
工
業
協
同
組
合 

県
知
事
表
彰

長
井
機
械
工
業
協
同
組
合

山
形
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
表
彰

　

山
形
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会（
山
本
惣
一

会
長
）創
立
60
周
年
を
迎
え
た
記
念
式
典
が
９

月
７
日
山
形
市
に
お
い
て
開
催
、そ
の
一
環
と

し
て
組
織
化
の
推
進
と
中
小
企
業
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
優
良
組
合
並
び
に
組
合
功

労
者
等
の
表
彰
が

行
わ
れ
、協
業
組

合
長
井
西
置
賜
車

検
セ
ン
タ
ー
（
横

澤
秀
一
代
表
理

事
・
横
澤
自
動
車

社
長
）と
長
井
上

下
水
道
工
業
協
同

組
合（
安
達
雅
和

代
表
理
事
・
安
達

設
備
工
業
社
長
）が
県
知
事
表
彰
を
、長
井
機

械
工
業
協
同
組
合（
横
山
英
二
理
事
長　

長
井

製
作
所
社
長
・
事
務
局
は
長
井
商
工
会
議
所
）

が
山
形
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
表
彰
を

受
賞
し
た
。

セミナー

必
ず
マ
ッ
チ
す
る

創
客
集
客
法
は

　

売
上
向
上
が
厳
し
い
中
、現
状
打
破
の
た

め
の
様
々
な
集
客
法
を
イ
ー
ン
ス
パ
イ
ア
㈱

代
表
取
締
役
横
田
秀し

ゅ
う

珠り
ん

先
生
を
招
い
て
学
ん

だ
。
様
々
な
集
客
ツ
ー
ル「
検
索
エ
ン
ジ
ン
」

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
」「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

利
用
」「
ア
ナ
ロ
グ
媒
体
」「
口
コ
ミ
」の
各
入

り
口
か
ら
の
創
客
・
集
客
法
の
ヒ
ン
ト
に
つ

い
て
16
事
業
所
18

名
が
演
習
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
に
個

別
販
促
相
談
会
も

行
わ
れ
た
。
当
所

「
消
費
税
軽
減
税

率
対
応
窓
口
相
談

等
事
業
」で
山
形

県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
と
共
催
。

創業準備
セミナー

経
営
に
必
要
な

イ
ロ
ハ
学
ぶ

　
「
自
分
の
お
店

を
持
ち
た
い
！
ス

キ
ル
や
経
験
を
い

か
し
て
創
業
し
た

い
！
で
も
、何
か

ら
ど
う
始
め
た
ら

よ
い
か
全
然
分
か

ら
な
い
」長
井
商

工
会
議
所
の
創
業

者
支
援
の
一
環
で

８
月
28
日
、知
っ
て
お
く
べ
き
基
礎
知
識
に
つ

い
て
解
説
致
し
た
。

　

小
学
校
で
教
職
経
験
を
持
つ
異
色
の
講
師
、

加
藤
敦
子
氏（
中
小
企
業
診
断
士
）ア
ル
ト
経

営
パ
ー
ト
ナ
ー
㈱
が
講
師
。
将
来
創
業
を
計

画
、創
業
準
備
中
、創
業
間
近
の
創
業
者
の
卵

が
市
内
外
か
ら
11
名
受
講
。
夢
の
実
現
に
向

け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
長
井
市
委
託

事
業
の
長
井
商
工
会
議
所「
創
業
支
援
・
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」と
し
て
主
催
。

青年部会

次
年
度
会
長
に

飯
澤
智
弘
さ
ん

　

こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
臨
時
総
会
で
次
年
度

（
平
成
29
年
度
）会
長
に
飯
澤
智
弘
さ
ん
㈲
二

ツ
橋
商
店（
39
）を
推
挙
し
た
。
商
工
会
議
所

青
年
部
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
勢
い
を
保
持

し
て
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
進
も

う
と
あ
い
さ
つ
。

加
え
て
議
事
で

は
特
別
役
員
と

補
正
予
算
を
承
認
し
た
。

西 置 賜
産 業 会

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ら

販
路
開
拓
に
挑
戦

　

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
の
第
34
回
学
術
講
演

会
が
９
月
７
日
～
９
日
、山
形
大
学
で
行
わ
れ
、

西
置
賜
産
業
会
の
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
展
示
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
販

路
開
拓
を
行
っ
た
。
展
示
ブ
ー
ス
に
は
来
場

者
数
約
300
名（
学
会
参
加
人
数　

約
１
０
０
０

名
）１
件
の
商
談
引
き

合
い
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト

を
通
し
た
地
域
的
取

組
や
社
会
的
価
値
を

考
え
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
昌
和
製
作
所
小

関
博
社
長
が
報
告
。ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
地
域

社
会
の
活
性
化
実
装

す
る
動
き
を
提
案
し

た
。

　

当
所
経
営
発
達
支

援
計
画
に
基
づ
く「
伴

走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
」で
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

支部活動

館
町
支
部
総
会
で

結
束
深
め
る

　

館
町
地
区
に
事
業
所
在
地
が
あ
る
長
井
商

工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
館
町
支
部（
竹
田
敏

和
支
部
長
・
㈲
置
賜
オ
ー
ト
）の
総
会
が
９
月

９
日
タ
ス
で
行
わ
れ
た
。
加
藤
会
頭
代
行
が

来
賓
で
14
名
が
参
加
し
た
。

●ホテルメトロポリタン山形で表彰状授与●好況につき長井での講演は２回目の横田先生
　（タス会場にて）

●創業予定者が集まりやすいよう日曜午後に
　セッティングされたセミナー会場（タス）

●詳しくは本号【ロボット革命】を
　ご覧ください。

●吉田製作所が中心になって開発中の
　水田除草ロボット【カルガモくん】

●懇親会席上で挨拶する次年度会長に決まった
　飯澤さん（会場のグランパリスパーティリゾート）
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2016年９月　会議所レビュー
日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3
新春講演会・祝賀会幹事部
会長会議

生活衛生・観光部会役員会
青年部県連役員会

4 5 6 7 8 9 10
生活衛生・観光部会臨時総
会　消費税軽減税率対策
事業集客セミナー　情報・
サービス部会役員会・臨時
総会　大正大学地域実習打
ち合わせ

置賜地区商工団体協議会　
総合支庁への要望　工業部
会臨時総会　金融・保険部
会臨時総会　やまがた長井
観光局事務局会　山形県労
働委員会 事務局来所　青
年部会三役会

菊芋生育状況調査等　建設
部会臨時総会・役員会　会
員交流ゴルフ大会実行委員
会　日本ロボット学会学術
講演会　～9日　山形大学
他　　産業会ロボットプロ
ジェクト出展

持続化支援モデル事業　支
援チームミーティング　青
空フェスティバル企画検討
会

館町支部総会　本町・中央
まちづくり協議会まちなみ
形成委員会　第２回やまが
た長井観光局理事会　青年
部会役員会　持続化支援モ
デル事業　支援チームミー
ティング

11 12 13 14 15 16 17
第144回簿記検定試験受付
開始　～10/21　長井市勤
労者互助会理事会　商業部
会役員会・臨時総会　秋の
BWC進発式　新春講演会・
祝賀会幹事部会長会議

選挙会
やまがた地域産業応援基金
実績検査
長井まちづくり基金事務局
会

日本商工会議所　委員会　
全国展開プロジェクト 市場
調査打ち合わせ (～15長井
市東京事務所ほか)　持続化
支援モデル事業　平成28年
度TAS自衛消防隊総合訓練

日商通常会員総会
女性会　活き活き委員会

日本商工会議所青年部第
35回東北ブロック大会い
わて盛岡大会

18 19 20 21 22 23 24
会員交流ゴルフ大会　山形
南カントリークラブ

長井ロータリークラブ理事
会例会　おしょうしな会議
青空フェスティバル企画検
討会　知財相談会　持続化
支援モデル事業

三役会 ながい1000人いも煮会 平成28年度 支部長会議
生活衛生・観光部会三役会

長井市勤労者互助会パーク
ゴルフ大会

25 26 27 28 29 30 1
フットパスウォーク～伊佐
沢コース～

長井ロータリークラブ例会
５商店街活性化懇談会

山形鉄道㈱経営改善推進
委員会/第131回取締役会
　西置賜産業会9月例会　
第２回長井市公共施設等整
備計画検討委員会

マル経審査会
米沢商工会議所創立70周
年記念式典・会員感謝のつ
どい

大正大学打ち合わせ
青年部会三役会

  特定商工業者法定台帳の整備にご協力ください
　長井商工会議所は「商工会議所法」に基づく会員組織であるとともに、地域内商工業の
総合的な発展と社会一般の福祉増進を図ることを目的とする、極めて公共性の 高い経済
団体です。そのため、商工会議所法ではある一定規模以上の企業（特定商工業者）にその
登録（法定台帳の提出）と経費負担（負担金の納入）をご提供 いただき、その地域の商
工業の実態把握を行いデータ活用することを目的とした特定商工業者制度が設けられてお
ります。ただいま法定台帳整備を行っていますのでご協力お願いします。

■あなた（貴社）は特定商工業者ですか？
毎年、４月１日現在において、それまで引き続き６カ月以上、長井市内に、本社をはじめ
支店・営業所・事務所・工場・事業場を有する商工業者が会員・非会員問わず長井商工会
議所管轄の対象事業所となります。

■参考・特定商工業者とは
「商工会議所法」（法律第143号 昭和28年８月１日公布）の法定台帳に関する条文抜粋
（法定台帳の作成）
第10条 　商工会議所は、成立の日から１年以内に、特定商工業者について政令で定める
事項を登録した商工業者法定台帳（以下「法定台帳」という。）を作成しなければならない。
（２～６項まで略）
７　特定商工業者は、第１項の事項のうち政令で定めるものについて変更を生じたときは、
すみやかに、その旨を当該商工会議所に届け出なければならない。

８　特定商工業者は、法定台帳の作成又は訂正に関して商工会議所から資料の提出を求められたときは、正当な理由がないのに、これ
を拒んではならない。
（法定台帳の運用及び管理）
第11条 　商工会議所は、その事業の適正且つ円滑な実施に資するために、法定台帳を運用しなければならない。
２　商工会議所は、法定台帳を善良な管理者の注意をもつて管理しなければならない。
３　商工会議所は、法定台帳の作成又は訂正に関して知り得た商工業者の秘密に属する事項を他に漏らし、又は窃用してはならない。
（負担金）
第12条 商工会議所は、法定台帳の作成、管理及び運用に要する経費に充てるため、政令の定めるところにより、経済産業大臣の許可
を受けて、特定商工業者に対して、所要の負担金を賦課することができる。
２　商工会議所は、負担金について、特定商工業者の過半数の同意を得た後でなければ、前項の許可を申請してはならない。
（注）第12条第１項の経済産業大臣の権限は商工会議所法施行令第７条により山形県知事に委任されている。

2,000
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6ケ月間会員継続すれば6ケ月間会員継続すれば

■利用料無料のプール会員も募集中!! 入会金\3,800 月会費\4,320■利用料無料のプール会員も募集中!! 入会金\3,800 月会費\4,320

11/30
2016

※ペアでの入会なら

初回月会費半額 !!
(会員組合せ不問 / ファミリー会員は除く )

※ペアでの入会なら

初回月会費半額 !!
(会員組合せ不問 / ファミリーのみは除く )

8ニュース商工長井　2016.10



山形県火災共済協同組合

※対物事故による損害が５万円以下の場合、
　翌年の等級はダウンしません。

※ご利用には所定の条件があります。詳細は「自動車共済ロードサービス」サービスガイドをご参照下さい。

長 井 支 店　TEL:0238-84-1674YAMAGATA  GUARANTEE

中小企業診断士による

経営相談会のご案内経営相談会のご案内
どなたでも無料！！

　山形県信用保証協会は、融資に関する保証だけでなく、保証協会内の中小企業診断士
を中心に、中小企業・小規模事業者の皆様の総合支援機関として経営相談を含めた経営
支援・期中支援に積極的に取り組んでおります。
　企業が抱える経営課題等を客観的に捉え、解決策を一緒にお考えいたします。
　また、創業をお考えの方からのご相談もお受けいたします。

☆どうぞお気軽においでください。

開 催 日　　原則として毎月第２木曜日
開催時間　　10：00～ 17：00

10月は　
10/13（木）
10月は　
10/13（木）

9 ニュース商工長井　2016.10
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山形支社　長井営業所　 〒993-0011 山形県長井市館町北6-27 タスビル3F　TEL 0238-84-3444
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＋
プラス

図１　日本ロボット学会学術
　　　講演会初の山形開催

図２　ロボット革命イニシアチブ
　　　協議会について

図３　国際ロボット大会
　　　競技会内容について

図４　このロボットがすごい！
　　　２０１６

図５　日本ロボット学会企業展示

　

山
形
市
で
行
わ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
は
、
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
及
び
ロ

ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
て
行
わ
れ
た
半
面
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用

し
た
新
た
な
地
方
に
お
け
る
仕
事
を
創
出
し
地
域
人
材
の
流
出
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
首
都
圏
な
ど
か
ら
の
人
材
を
得
て
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
以
下
、
本
文
は
小
関
博
資
・
昌
和
製
作

所
社
長
））
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そ
の
一
つ
が
一
般
向
け
に
無
料
公
開
し
た
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
原
子
炉
の
廃
炉
問
題
な
ど
、
現
実
的
に
社
会

に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
政

府
主
導
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
実
現
会
議
の
内
容
が
公
表
さ

れ
た
。
詳
細
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
願
い
た
い
。
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そ
の
会
議
で
提
唱
さ
れ
た
の
が
、
今
現
在
世
界
一
の
ロ
ボ
ッ
ト
大
国
で
あ

る
国
産
ロ
ボ
ッ
ト
を
も
っ
と
普
及
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
ロ

ボ
ッ
ト
革
命
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
今
後
ど
う
運
営
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
分
野
の
方
に
協
議
会
に

入
会
し
て
頂
き
ロ
ボ
ッ
ト
を
普
及
さ
せ
た
い
と
の
こ
と
、
長
井
ロ
ボ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
早
速
入
会
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
協
議
会
の
詳
細

は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
確
認
頂
き
た
い
。
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ま
た
今
回
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
併
せ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
企
画
内
容
も
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

２
年
後
の
２
０
１
８
年
に
プ
レ
大
会
を
開
催
、
そ
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
６
年
末
ま
で
に
公
開
に
な
る
と
の
こ
と
。
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図
３
に
協
議
内
容
と
し
て
考
え
て
い
る
内
容
が
経
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
く
分
け
て
（
１
）
～
（
３
）
の
分
野
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
２
種
類
以
上
の
競
技
種
目
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
私
達
も
何

ら
か
の
競
技
に
出
場
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

国
際
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
に
つ
い
て
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
併
せ
て
一
読
頂
き

た
い
。
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他
に
も
日
本
の
様
々
な
凄
い
ロ
ボ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
“
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が

す
ご
い
！
２
０
１
６
”　

に
お
い
て
長
井
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

当
日
会
場
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
達
向
け
に
動
画
配
信
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
内
容
を
動
画
配
信
サ
イ
トyo

u
tu
b
e

に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
く
予
定
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

h
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n
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b
o
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a
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そ
の
他
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
企
業
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
西
置
賜
産
業

会
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
こ
ち
ら
に
も
延
べ
人
数
で
千
名
を
超
え
る
来
場
者
が
あ

り
、
様
々
な
企
業
や
大
学
研
究
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
広
報
活
動
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

10
月
９
日
（
日
）
に
は
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
東
北

大
会
が
あ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
学
会
で
も
Ｐ
Ｒ
し
た
が
、
是
非
皆
様
に
も
一
度
会
場
に
て
ご
覧

頂
き
た
い
。

h
ttp
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n
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以
上　

次
回
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
ツ
ー
ル
か
ら
発
展
し
続
け
て
い

る
ラ
ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

長井ロボットプロジェクト責任監修
連載 × MONTHLY INFORMATION
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きごうの済経計統

　

平
成
27
年
８
月
発
表
の
山
形
県
商
工

労
働
観
光
部
観
光
経
済
交
流
局
監
修
の

「
山
形
県
観
光
者
数
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

平
成
26
年
度
は
、
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
を
は
じ

め
、
東
北
六
魂
祭
、
国
際
青
年
会
議
所

ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
（JCI A

SPA
C

）

山
形
大
会
及
び
全
国
育
樹
祭
な
ど
官
民

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
に
よ
り
、
県
内

観
光
客
総
数
は
４
、５
０
０
万
人
を
超

え
、
過
去
最
高
の
観
光
者
数
と
な
っ
た
。 

　

前
年
比
で
県
内
35
市
町
村
中
23
地
域

が
増
加
12
地
域
が
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

県
全
体
総
数
に
対
し
て
置
賜
地
域
は

15
％
、
長
井
市
は
１
％
の
割
合
と
な
っ

て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
全

国
各
地
の
情
報
の
入
手
が
容
易
に
な
り
、

旅
な
れ
た
現
代
の
旅
人
は
、
美
し
い
景

観
や
観
光
施
設
を
見
て
地
域
の
味
覚
を

堪
能
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
潜

む
様
々
な
魅
力
に
ふ
れ
、
そ
の
地
な
ら

で
は
の
歴
史
や
文
化
が
体
感
で
き
る
深

い
旅
の
体
験
や
新
鮮
な
感
動
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

地
域
の
様
々
な
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
す
る
こ
と
で
地
域
の
可
能
性
を
発

見
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
そ

れ
を
観
光
交
流
産
業
の
発
展
に
結
び
つ

け
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光

振
興
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

商工会議所LOBO（早期景気観測）　－－2016年８月調査結果－－
○調査期間：２０１６年８月１７日～２３日　○調査対象：全国の４２３商工会議所が２９８１企業にヒアリング

8月調査動向 業況ＤＩは、横ばい続く。先行きは改善見込むも、慎重な見方崩れず
産 業 別 概 況

【建設業】
　「民間工事の案件が多いため、売上は堅調に推移している。資材価格も落ち着いていることから、今後

も採算のとれる案件に集中したい」（一般工事業）「アスファルト製品を除き建築資材は、全体的に下落
が続いている。ただし、今後、熊本地震の復旧・復興事業が進んでいくにつれて、資材が品薄になり、価
格は下げ止まると見ている」（建築工事業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【製造業】
　「スマートフォンなどの電子部品生産が上向き、半導体製造装置の受注は好調である」（制御装置製

造業）「造船業からの発注の激減により、売上は落ち込んだ。今は受注を確保することに精一杯で、収
益力の維持・向上に取り組む余力がない」（金属加工機械製造業）「売上が順調に推移しているため、
将来を考え、これまでの採用活動を見直し、中途採用だけでなく、新卒採用も開始した」（調味料製造
業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【卸売業】
　「円高に加え、銅などの原材料価格自体も下落しているため、取引先からの値下げ要請が強まり、売上

が減少した」（ケーブル・化成品等卸売業）「漁獲量が極端に悪く、売上、採算ともに悪化した。８月下旬
からのサンマ漁解禁を契機に、売上を増加させたい」（水産物卸売業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【小売業】
　「日傘等の夏物商品や飲食料品の売上は好調だが、高額品販売の落ち込みが深刻で、売上全体は減少

した。お金に余裕のあるシニア層を中心に需要の発掘に努めている」（百貨店）「暑い日が続いているた
め、秋物衣料の動きが鈍く、売上は減少した」（商店街）「高年齢の顧客が多く、猛暑の影響から来店客
数が減少している」（飲食料品小売業）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【サービス業】
　「燃料代は上昇しているものの、前年に比べ依然低い水準にあるため、採算はとれている。連日猛暑

が続いていることで、飲料品の出荷は多い」（運送業）「８月はイベントが多く、近隣の旅館を含め客室
の稼働率は高い」（旅館業）「売上は好調だが、人手不足から人件費が上昇し、採算は悪化している。ま
た、繁忙のためサービスの質が低下していないか気がかりである」（レストラン）

調査結果のポイント
　８月の全産業合計の業況ＤＩは、▲
２４．９と、前月から▲０．４ポイントのほ
ぼ横ばい。夏休みの堅調な観光需要のほ
か、賃貸住宅など民間工事に持ち直しの
動きがみられる。また、円高などによる原
材料価格の下落や依然として低い水準の
燃料費の恩恵を指摘する声も聞かれた。
他方、個人消費の鈍い動きや、販売先か
らのコストダウン要請の強まり、慢性的
な人手不足による受注機会の損失や人件
費の上昇などが、中小企業のマインドを
下押ししており、業況感は足踏み状況と
なっている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが
▲２１．４（今月比＋３．５ポイント）と改
善を見込むものの、「悪化」から「不変」
への変化が主因であり、実体はほぼ横ば
い。観光需要や住宅建設が全体を牽引
するほか、経済対策・補正予算による公
共工事の増加、個人消費の喚起に期待す
る声が聞かれる。他方、人手不足の影響
が大きな足かせとなる中、消費低迷や円
高、海外経済減速の長期化を懸念する声
は多く、中小企業においては、先行きへ
の慎重な見方を崩していない。

月
イ
チ
で
じ
っ
く
り
検
証
す
る

統
計
⑤

山
形
県（
置
賜
地
域
／
長
井
）の
観
光
人
口

市町村別観光者数（延数）

○調査項目：今月の売上・採算・業況等についての状況（ＤＩ値を集計）

※ＤＩ値（景況判断指数）について　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き
　　　　　　　　　　　　　　　　傾向を表す回答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

　ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）
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主要経済指標［山形県内］

■有効求人倍率
都市名

調査月
山形県
全体 山形管内 米沢管内 鶴岡管内 酒田管内 長井管内

H27年7月 1.20 1.27 1.06 1.34 1.36 1.07
H28年7月 1.30 1.30 1.27 1.50 1.24 1.26

※資料／ハローワーク長井

■建築確認申請状況（長井市）　　　H28.8月（延べ面積単位：㎡）

新築 増改築

専用住宅
件　　数 7 4
延べ面積 1,069.87 446.80

併用住宅
件　　数 0 1
延べ面積 0.00 170.55

その他 
（工場・店舗含）

件　　数 1 2
延べ面積 107.64 349.85

合計件数 8 7
合計面積 1,177.51 967.20

協力／長井市建設課

■石油製品価格（山形県）

年　　月
レギュラーガソリン ハイオクガソリン 軽油 灯油
店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/18L）

H28年8月 1 日 124.3 135.4 106.8 1,052
H28年8月 8 日 122.9 133.8 106.1 1,049
H28年8月15日 122.5 133.5 106.0 1,052
H28年8月22日 122.2 133.3 105.4 1,047

参照：資源エネルギー庁 資源・燃料部石油流通課資料

■山形県企業倒産状況（負債総額　1,000万円以上）
【平成28年8月末現在】

【業種別】 件数
※（　）は、 
西置賜の

数字
％ 負債総額

（百万円） 構成比

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0 0.0%

建 設 業 3 60.0% 337 77.7%
製 造 業 0 0.0%
卸 売 業 0 0.0%
小 売 業 1 20.0% 17 3.9%
金 融 ・ 保 険 業 0 0.0%
不 動 産 業 0 0.0%
運 輸 ・ 通 信 業 1 20.0% 80 18.4%
サ ー ビ ス 業 0 0.0%
合 計 5 100.0% 434 100.0%

協力／（株）東京商工リサーチ山形支店

■新車登録届出台数（平成28年7月）
山　　形　　県

合　　計 普通乗用車 小型乗用車 軽自動車
前年比 前年比 前年比 前年比

台 ％ 台 ％ 台 ％ 台 ％

3,804 ▲2.7 984 4.3 1,212 ▲3.7 1,608 ▲5.9
※資料／国土交通省東北運輸局山形運輸支局

■長井市の人口　　　　　　　　　　平成28年8月31日現在

　　　人口　27,633人　世帯数　9,824
　　　 男 　13,356人　　女　　14,277人

協力／長井市

INFORMATION
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無料調停相談会開催のお知らせ
　あなたに平穏な生活をとり戻すため、調停委員が下記のお
悩みを個別に聴き取り、調停をすすめいていくための具体的
な方法をご説明します。お気軽にお越しください。
①夫婦・家族間問題
②ＤＶ（夫婦間の暴力）
③遺産相続
④金銭貸借・多重債務
⑤土地の境界問題・ご近所とのトラブル
⑥交通事故のトラブルなど
日時：10月15日（土）10：00～15：00
会場：長井市会場「小桜館」
　　　白鷹町会場「中央公民館」
主催：長井調停協会
お問い合わせ：長井簡易裁判所　TEL：88-2073
　上記についての不明な点やお問い合わせについては、長井
調停協会 庶務担当 高橋利一までお願いします。
（携帯）090-4554-3019

日商簿記検定試験のご案内
　簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状
態を明らかにする技能です。企業の活動を適切、かつ正確に情報公開
するとともに、経営管理能力を身に付けるために必須の知識です。

このような方に役立ちます！
・企業の経理・会計担当者
・取引先企業の経営状態を把握したい人
・公認会計士や税理士などの国家資格をめざす人

  
このような効果が期待できます！
・正しく帳簿をつけられる
・自社の長所や短所を分析できる
・費用や収益を意識するようになる

 今後の検定スケジュールは次のとおりです！
【第144回】　試 験 日　平成28年11月20日㈰（１級～４級）
　　　　　　　申込期間　平成28年9月12日㈪～10月21日㈮
【第145回】　試 験 日　平成29年2月26日㈰（２級～４級）
　　　　　　　申込期間　平成28年12月19日㈪～平成29年1月27日㈮

※申込期間になりましたら、当所窓口及びホームページにて実施
　要項・申込書をご覧いただけます。詳しいお問い合わせは総務
　課まで。☎84-5394

～長井商工会議所後援～
受動喫煙を考える講演会のお知らせ

日時　平成28年10月13日(木)
　　　13:15～15:00
会場　長井市保健センター
内容　働く人や家族を守る！最新の受動喫煙の知見と予防策」
講師　公徳会トータルヘルスクリニック院長　川合厚子氏
※参加無料　どなたでも参加できますが下記にお申し込みくだ
　　　　　　さい。
★主催　長井市健康課　84-6822

10 月の献血
期日 会　　場 時　　間

25日㈫
県立長井工業高等学校 9：00～12：00
㈱丸秀長井工場 14：30～16：00

◇400mlの献血にご協力お願いします。
※問い合わせ　市健康課　☎（84）6822

中小企業等経営強化法スタート！
「経営力向上計画」で稼ぐ力を強化

●制度の概要
　中小企業・小規模事業者等は、人材育成、コスト管理のマネ
ジメントの向上や設備投資等、事業者の経営力を向上させるた
めの取組内容などを記載した事業計画（経営力向上計画）を作
成し認定申請をします。
　計画の認定を受けた事業者は、160万円以上の機械及び装置

（新品）の固定資産税の軽減や金融支援等（低利融資、債務保証
等）の特例措置を受けることができます。
　また、計画申請においては、経営革新等支援機関のサポート
を受けることが可能です。

●詳しくは当所（☎84-5394）か、中小企業庁の
　ホームページで。
　http://www.chusho.meti.go.jp/　　　　　　　　

知財（特許出願等）に関する専門相談について
　長井商工会議所では、知財（特許出願等）に関する相談につ
いて定期相談日を以下のように設定しています。ご予約のうえ
お越し下さい。
★知財総合支援窓口相談日
相談対応　㈳山形県発明協会（弁理士）
時間･相談会場はいずれも

10月18日㈫
11月15日㈫・12月20日㈫

12:30 ～ 16:00
商工会議所相談室

お手元の資金確保のお手伝い
マル経融資制度のご案内
　マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の
方をバックアップするため、長井商工会議所の推薦で日本政策
金融公庫より、無担保無保証で低金利で融資を受けられる公的
融資制度です。
１．従業員が20人以下（宿泊業及び娯楽業を除く商業・サービ

ス業では５人以下）の事業者。
２．長井商工会議所の地区内で最近１年以上事業を行っている

方で、商工会議所の経営指導を受けていること。(原則６ヶ
月以上) 

３．日本政策金融公庫の非融資対象業種でないこと。
４．支払う義務のある税金は完納していること。
５．融資金額2,000万円以内
６．返済期間・方法
　　　運転資金 ： ７年以内（うち据置期間１年以内）
　　　設備資金 ： 10年以内（うち据置期間２年以内）
７．金利　1.30％（平成28年9月26日現在）

 前代表者 新代表者
㈲金栄堂 那須　　孝 那須　丈雄

（敬称略）

（敬称略）

INFORMATION

お詫びと訂正 ９月号の「地域の経済を支える会員事業所の代表者変更のお知らせ」新代表者名に誤りが
ありました。お詫び申し上げ下記にて訂正致します。

　　　　　　　　　　 　  前代表者 　  新代表者
吉田工務店　　　吉田　昭一　　　吉田　裕一

地域の経済をささえる
会員事業所の
代表者変更の

お知らせ

国
（事業分野別の主務大臣）

【支援措置】
▶生産性を高めるための機械措置を取得した
　場合、３年間、固定資産税を１／２に軽減
▶計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援
　（融資・信用保証等）

経営革新等支援機関
・商工会議所・商工会
・士業等の専門家
・地域金融機関  等

申請事業者
中小企業・小規模事業者

中堅企業[　　　　　　]

経営力向上計画

申請 認定

申請を
サポート
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言葉の力
「前進」

それでも人は進む。
一歩一歩しか進めないけど。
 
その一歩が、大きな前進に繋がるのだから。

 

書道家
武田　双雲

◇武田　双雲／たけだ・そううん
　1975年熊本生まれ。東京理科大学
を卒業後ＮＴＴに就職、約３年後に書
道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天
地人」や世界遺産「平泉」、世界一の
スパコン「京」など数々の題字を手が
ける。独自の世界観で全国で個展を開
催。作品集「たのしか」「絆」など著書は
40を超える。 書道教室には約300人の門下生が通う（2005年新規募
集締め切り）。2013年度、文化庁から文化交流使に任命され、ベトナム
～インドネシアにて活動するなど、世界各国からさまざまなオファーを受
ける。
　公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
　公式サイト：http://www.souun.net/、感謝69：http://kansha69.com/

快進撃企業に学べ
「人財の確保・育成により地域を支える『株式会社アポロガス』」

法政大学大学院政策創造研究科　教授　坂本　光司

　福島市の郊外のロードサイドに、ペンション風の素敵な事務所があ
る。ここが「元気エネルギー供給企業」をキャッチコピーに掲げている、
株式会社アポロガスの本社である。
　同社は、ＬＰガスや太陽光エネルギーの販売などのエネルギー関連
事業と、住宅リフォームや水道工事などの住宅関連事業の２本柱が主
事業である。今から45年前の１９７１年、地域の小規模企業４社のＬ
Ｐガス供給業者が、利用者満足度と将来の生き残りのためあえて合併
し、設立した。なお、アポロガスという社名は、同社が設立する２年
前の１９６９年は宇宙船アポロ11号が月面着陸に成功した年であること
から、どんな時代もチャレンジ精神を忘れない会社経営をしようと名付
けられた。
　設立以来、地域の支持を受け、ゆっくりではあるが着実に成長発展
しており、現在、関連会社を含め社員数は約70人、年商は12.5億円強
の規模である。同社のこの成長発展の最大の要因は、現社長である篠
木雄司氏が言う「わが社の強みは人財」という言葉に尽きる。事実、
同社の最大の魅力を利用者に聞くと、大半の人々が「素敵な社員ばか
り」と言い、この言葉に集約される。ガス屋さんというより、サービス
業なのである。
　同社では、このため人財の確保・育成にことのほか注力している。
人財の確保に関して言えば、求める人財像を明確に示している。ちな
みに同社の求める人財は、「アインシュタインの言葉の実践者」である。
アインシュタインの言葉の実践者とは、「人は周りの人々を幸せにするた
めに生きている。感謝の気持ち、目配り・気配り・心配りができる、思
いやりの感性を持った人を採用したい」ということである。
　また入社希望者には、入社後の仕事以外の必修項目も明示している。
例えば、社内のトイレや会社周辺の道路の清掃、親孝行レポートの提
出、さらにはラジオパーソナリティーの出演などである。加えて言えば、
内定者には雇用のミスマッチが無いよう、入社前に30日のインターンを
経験させている。面接時、こうした会社の姿勢を聞き、辞退する学生
も少なからずいるが、入社する社員はまさに理念共鳴型の「才と徳」を
兼ね備えた人財である。
　先日、篠木雄司社長から２０１１年に発生した東日本大震災とその後
の福島原発事故当時の社員のエピソードを聞いた。それは多くの会社
がこの地から撤退する中、社員に意見を求めると、ある女性社員は「私
の顔を見ると安心するという、おじいちゃん・おばあちゃんを残して、私
一人が避難するわけにはいきません……」と。また、ある中堅の男性
社員は「一人で死ぬのは嫌だけれど、アポロガスの皆と一緒なら何も怖
くない」と語る。同社がなぜ地域住民の高い評価を受け、成長発展し
てきたのかが良く分かった。

◇坂本　光司／さかもと・こうじ
　1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授
などを経て、2008年４月より法政大学大学院政策創造研究科
（地域づくり大学院）教授、同静岡サテライトキャンパス長。他
に、人を大切にする経営学会会長はじめ、国や県、市町、商工
会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。専門は
中小企業経営論・地域経済論・産業論。著書に『日本でいちば
ん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続
くのか』（かんき出版）など。

表紙写真撮影者について
撮影は松永政和さん。基本iPhoneで撮影していま
す。
フラワー長井線の写真集（500円）が好評。Ｈ27年第
２回野川水源地域フォトコンテスト最優秀賞受賞。 
趣味は伝統系空手道、オカリナ演奏です。
お問い合わせは　88-3036　サイクランド松永
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◆住　　所　〒993-0034　山形県長井市歌丸
◆交通手段　今泉駅から徒歩28分
◆おすすめの時間帯・天候　秋の全日・晴れ

「白川流域に広がる田園風景」（豊田地区）

観光資源発掘コンテスト　秋の佳作４点

伊佐沢小●伊佐沢小●

ローソン
●

287

山形工科●
短期大学　

287

今泉駅

フラワー
　長井線

米坂線

113

113
●
ローソン

●高
石
商
店

今泉駅

最上川
287

●
伊佐沢小

緑ヶ丘斎場●

●
伊佐沢小

緑ヶ丘斎場●

◆住　　所　〒993-0024
　　　　　　山形県長井市中伊佐沢
◆交通手段　長井駅から車で15分
◆おすすめの時間帯・天候
　　　　　　日中・晴れ

◆住　　所　〒993-0033
　　　　　　山形県長井市今泉
◆交通手段　今泉駅から徒歩６分
◆おすすめの時間帯・天候
　　　　　　全日・晴れ

◆住　　所　〒993-0021
　　　　　　山形県長井市上伊佐沢6958-1
◆交通手段　長井駅から車で60分
◆おすすめの時間帯・天候
　　　　　　早朝～昼・晴れ

「向山荘から見た
　　　りんご畑」
（伊佐沢地区）

「鉄道遺構　　　
　『今泉転車台』」 

（豊田地区）

「不伐の森から眺める
　　朝日連峰の山々」 

（伊佐沢地区）


